
0036602

上下水道局　 水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －４ ８ １ ０ （ 直通）

契 約 案 件 名
建設R6第23号　 吉都線　 高崎新田・ 日向前田間18km714m付近（ 平踏切）

水道管布設工事委託

案 件 の 概 要

　 生活基盤施設耐震化等交付金事業に伴い吉都線　 高崎新田・ 日向前田

間18km714m付近にある平踏切の下に水道配水管を布設横断さ せる推進工

事を 九州旅客鉄道株式会社に委託するも の。

予 定 金 額 ９ ９ ， ０ ３ ８ ， ０ ０ ０ 円

福岡市博多区博多駅前三丁目２ ５ 番２ １ 号

九州旅客鉄道株式会社　 代表取締役社長　 古宮　 洋二

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 本件の履行に当たっ ては、 上記事業者が管理する鉄道軌道敷地内で工

事を 行う 必要がある。 また、 鉄道施設内の工事に当たっ ては、 鉄道に関

する技術上の基準を定める省令及びこ れら に準じ る鉄道事業者の諸基準

により 実施する必要があり 、 鉄道施設に関する専門的な知識を有し たも

のが工事管理を行わなければなら ない。

　 こ のため、 上記要件を満たし 、 本業務を確実に履行できる事業者は上

記事業者のみであり 、 かつ、 鉄道側の運転保安上、 施設の維持管理上の

観点から も 同事業者が施行するこ と が適し ている。  

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年７ 月４ 日

契 約 金 額 ９ ９ ， ０ ３ ８ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

４３６番 号

様式第77号（ 第161条関係）

令和６ 年度　 随意契約理由書

１



0036791

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

沼川ポンプ場及び都島ポンプ場に設置さ れている非常用発電機の点検整

備を 行う も の

予 定 金 額 １ ， ５ ０ ２ ， ６ ０ ０ 円

宮崎市田代町１ ７ ０ 番１ 号

ヤンマーエネルギーシステム株式会社　 宮崎出張所

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 今回点検を行う 非常用発電設備は、 沼川ポンプ場及び都島ポンプ場に

おいて、 大雨等の緊急時に雨水の排水を行う ための電力を賄う 重要な設

備である。

　 当該設備が故障し た場合、 緊急時に雨水排水設備へ電力を供給するこ

と ができず、 周辺地区への浸水被害を引き 起こ す可能性があるため、 定

期的な点検整備が必要不可欠である。

　 本業務は、 当該発電機のメ ーカ ーである上記事業者でなければ確実な

履行が期待できない。 また、 仮に他の事業者が点検を行っ た場合、 発電

設備の性能保証が得ら れないおそれがある。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年７ 月１ ２ 日

契 約 金 額 １ ， ５ ０ ２ ， ６ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

３９８番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共ポンプR6第10号　 沼川ポンプ場外非常用発電機点検業務委託

令和６ 年度　 随意契約理由書

２



0036710

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

　 都城土木事務所発注の県道有水山之口停車場線道路改良工事に伴い、

現場内の人孔蓋改築工事を行う も の

予 定 金 額 ３ ， １ ８ ３ ， ４ ０ ０ 円

都城市庄内町８ ０ ３ １ 番地２

丸宮建設　 株式会社

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第６ 号該当

　 本工事は、 都城土木事務所発注の県道有水山之口停車場線道路改良工

事に伴い、 現場内の人孔蓋改築工事を行う も のである。

　 道路改良工事については、 施工区間が広範囲であり 、 ７ 月末から ２ 月

末にかけて区間を 分割し て施工するため、 本工事の施工は、 道路改良工

事と 連携し た日程調整が必要である。

　 こ の点、 上記事業者は、 都城土木事務所発注の道路改良工事を 受注し

ているため、 経費の縮減及び道路改良工事と 連動し た日程調整が可能で

ある。

　 本工事を 上記事業者以外の事業者が施工するこ と は、 現場の煩雑化、

安全管理、 工程の調整等の点から 望まし く ない。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年７ 月１ ２ 日

契 約 金 額 ３ ， １ ７ ９ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

３９９番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共管渠R6第16号　 県道有水山之口停車場線人孔蓋改築工事

令和６ 年度　 随意契約理由書

３



0036393

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名
公共処理場R６ 第１ ０ 号　 中央終末処理場No. 3汚泥搬送コ ンベアスク

リ ュ ー修繕

案 件 の 概 要

脱水汚泥を搬送する設備について、 スク リ ュ ーの交換を行う も の。

予 定 金 額 １ ０ ， ４ ５ ０ ， ０ ０ ０ 円

福岡県福岡市中央区荒戸二丁目１ 番５ 号

月島ジェ イ テク ノ メ ンテサービス株式会社　 九州支店

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 今回修繕を行う 汚泥搬送コ ンベアは、 中央終末処理場において、 脱水

し た汚泥を 排出用容器まで搬送する設備である。

　 当該設備は、 平成１ ６ 年の稼動から ２ ０ 年以上が経過し 、 主要部品で

あるスク リ ュ ーの劣化及び消耗が著し いため、 早急な修繕が必要であ

る。

　 こ の主要部品は、 上記事業者のノ ウハウや実績に基づいて設計・ 製作

さ れているも のであるため、 他事業者は部品を調達するこ と ができ な

い。

　 仮に他事業者が代替品によっ て修繕を行っ た場合、 十分な精度及び性

能保証が得ら れないおそれがある。

　 以上の理由により 、 当該設備の設計・ 施工業者である上記事業者と 随

意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年７ 月１ ８ 日

契 約 金 額 １ ０ ， ４ ５ ０ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

３９２番 号

様式第77号（ 第161条関係）

令和６ 年度　 随意契約理由書

４



0036725

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

甲斐元ポンプ場に設置さ れているゲート ポンプ等機械設備の点検を行う

も の。

予 定 金 額 ７ ４ ８ ， ０ ０ ０ 円

佐賀市伊勢町１ ５ 番１ 号

株式会社　 ミ ゾタ

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 今回点検を行う 機械設備は、 甲斐元ポンプ場において、 大雨等の緊急

時に雨水の排水を 行う ゲート ポンプ等の重要な設備である。

　 当該設備が故障し た場合、 緊急時に雨水を排水するこ と ができず、 周

辺地区への浸水被害を引き起こ す可能性があるため、 定期的な点検が必

要不可欠である。

　 本業務は、 当該機械設備のメ ーカ ーである上記事業者でなければ確実

な履行が期待でき ない。 また、 仮に他の事業者が点検を 行っ た場合、 機

械設備の性能保証が得ら れないおそれがある。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年７ 月２ ６ 日

契 約 金 額 ７ ４ ８ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

４３８番 号

様式第77号（ 第161条関係）

公共ポンプＲ ６ 第９ 号　 甲斐元ポンプ場機械設備点検業務委託

令和６ 年度　 随意契約理由書

５



0037403

上下水道局　 水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －４ ２ ７ ０ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

　 本工事は、 都城土木事務所発注の河川改修工事に伴い、 S59VLPφ150

をSGPφ150に仮設する配水管布設工事である。

予 定 金 額 １ ０ ， ２ ０ ８ ， ０ ０ ０ 円

都城市高城町桜木１ ６ ９ ３ －２

株式会社　 桜木組

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第５ 号該当

　 本件は、 ７ 月２ ６ 日に指名競争入札（ 水道AB全者） を 執行し たが、 全

者辞退により 入札不調に終わっ たも のである。

　 本工事は、 都城土木事務所発注の山田川河川改修及び橋梁架替工事に

伴い、 支障と なる水道管の移設依頼によるも のであり 、 移設期限が令和

６ 年11月に設定さ れているため、 標準工期を確保し たう えで、 早期に履

行する必要があり 、 再度入札に付する時間がない。

　 橋梁添架管の施工が必要であるため、 こ れの施工に実績があり 、 履行

可能であると 確認がと れた上記事業者と 随意契約をするも のである。

　 なお、 上記事業者は、 令和5年度　 大規模河　 第10-2-2号　 山田川　

仮橋設置工事の受注業者である。

契 約 締 結 日 令和６ 年８ 月９ 日

契 約 金 額 １ ０ ， ２ ０ ８ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

４７７番 号

様式第77号（ 第161条関係）

建設R6第25号　 県道都城野尻線（ 寺橋） 　 仮設配水管布設工事

令和６ 年度　 随意契約理由書

６



0035805

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名
公共建補委Ｒ ６ 第２ 号　 都城市公共下水道都城浄化センタ ーの建設工事

委託

案 件 の 概 要

　 都城浄化センタ ーのスト ッ ク マネジメ ント 計画に基づく 機械設備更新

工事に係る業務を委託するも の

予 定 金 額 ２ ７ ０ ， ８ ８ ５ ， ０ ０ ０ 円

東京都文京区湯島二丁目３ １ 番２ ７ 号

日本下水道事業団

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 本件により 委託する処理場の建設工事は、 目的物の一定水準の品質を

確保するために、 土木、 建築、 電気等の多岐にわたる専門的かつ高度な

専門性が必要と さ れる。 本市では、 こ れら の分野に精通し た専門技術職

員がいないため、 適切な監理監督や受注者への指導が困難な状況にあ

る。

　 そこ で、 次に掲げる理由により 、 更新工事に係る業務の委託につい

て、 上記事業者と 随意契約するも のである。

（ １ ） 上記事業者は、 日本下水道事業団に基づき、 下水道に関する業務

について地方公共団体を 支援・ 代行する機関と し て設立さ れた唯一の地

方共同法人であるため、 本市の利益を優先し た業務履行が期待できるこ

と 。

（ ２ ） 上記事業者は、 下水道法第２ ２ 条の適用除外（ 日本下水道事業団

法第２ ７ 条） と なっ ている唯一の法人であり 、 技術力、 経験等について

高い評価が法律上、 明確になっ ているこ と 。

（ ３ ） 豊富なデータ 及び実績を有し 、 より 経済的・ 効率的に事業を進め

るこ と ができ、 計画、 設計、 建設、 事後点検、 維持管理等多岐にわたる

業務のアフ タ ーケアが行えるこ と 。

契 約 締 結 日 令和６ 年８ 月９ 日

契 約 金 額 ２ ７ ０ ， ８ ８ ５ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

４７９番 号

様式第77号（ 第161条関係）

令和６ 年度　 随意契約理由書

７



0037422

上下水道局　 下水道課

０ ９ ８ ６ －２ ３ －５ ９ ２ １ （ 直通）

契 約 案 件 名

案 件 の 概 要

　 鷹尾・ 一万城北・ 一万城南の３ 箇所のマンホールポンプ場に設置さ れ

た通報装置の購入を行う も の。

予 定 金 額 ２ ， ０ ４ ６ ， ０ ０ ０ 円

福岡市博多区対馬小路９ 番２ ３ 号

株式会社　 秀電社

地方公営企業法施行令第２ １ 条の１ ３ 第１ 項第２ 号該当

　 今回購入を行う 通報装置は、 鷹尾・ 一万城北・ 一万城南の3箇所のマ

ンホールポンプ場において、 ポンプ動作不能などの緊急時に管理委託業

者へ通報を 行う 重要な設備である。 既設の通報装置は通信にＦ Ｏ ＭＡ 回

線を 使用し ているが、 ２ ０ ２ ６ 年４ 月１ 日より Ｆ Ｏ ＭＡ 回線は使用不可

と なるため、 Ｌ Ｔ Ｅ 回線に対応し た通報装置への更新が必要である。

　 当該マンホールポンプ場は、 株式会社ク ボタ の通報システムを使用し

ており 、 同事業者の通報装置でなければ通報システムは使用できない。

また、 通報装置更新に当たっ ては、 機器据付後に同事業者独自の試験調

整が必要である。

　 当該通報装置の納入及び据付後の試験調整について、 九州管内では、

株式会社ク ボタ の特約店である上記事業者のみ対応可能である。

　 また、 仮に他の事業者が当該通報装置の納入及び試験調整を 行っ た場

合、 性能保証が得ら れないおそれがある。

　 以上の理由により 、 上記事業者と 随意契約するも のである。

契 約 締 結 日 令和６ 年８ 月２ ３ 日

契 約 金 額 ２ ， ０ ２ ４ ， ０ ０ ０ 円

担 当 課

契約の相手方

契約の相手方

の 選 定 理 由

[ 所 在 地 ]

[ 名 称 ]

[ 部 課 等 名 ]

[ 電 話 番 号 ]

４８６番 号

様式第77号（ 第161条関係）

鷹尾マンホールポンプ場外非常用通報装置

令和６ 年度　 随意契約理由書

８


